
みんなで話し合い
計画転作を進めましよう

昭和58年度水田利用再編対策

米
の
需
給
を
均
衡
さ
せ
農
産
物
の
自

給
力
の
向
上
と
農
業
生
産
の
再
編
成
を

ね
ら
い
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
、
昭

和
五
七
年
度
の
水
田
利
用
再
編
対
策
は
、

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
二
一
○
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
目
標
に
対
し
、
二
五
〇
、
七
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
転
作
実
施
に
よ
り
、
一
一

九
％
の
達
成
率
を
み
乙
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

つ
い
て
は
、
昭
和
五
八
年
度
は
転
作

の
定
着
と
質
の
向
上
に
重
点
を
お
か
れ
、

転
作
目
標
面
積
の
達
成
を
個
人
ご
と
に

考
え
ず
、
部
落
全
体
に
配
分
さ
れ
た
も

の
と
考
え
て
、
み
ん
な
で
よ
く
話
し
合

い
、
目
標
面
積
に
よ
る
計
画
転
作
（
集

団
的
転
作
）
を
積
極
的
に
進
め
ら
れ
、

一
〇
〇
％
を
達
成
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
部
落
内
で
話
し
合
い
の
結
果

ど
う
し
て
も
計
画
転
作
の
実
施
が
困
難

な
部
落
に
お
い
て
も
、
部
落
内
の
転
作

達
成
率
が
一
〇
〇
％
以
上
で
あ
れ
ば
、

部
落
内
の
供
出
農
家
（
保
有
米
農
家
を

除
く
）
間
に
お
い
て
話
し
合
い
の
上
、

転
作
面
積
の
個
人
間
融
通
に
よ
り
調
整

さ
れ
、
目
標
面
積
の
達
成
を
す
る
よ
う

に
し
ま
し
よ
う
。

Ｏ
奨
励
補
助
金
の
水
準
と
体
系

奨
励
補
助
基
本
額
は
、
次
表
の
と
お

り
第
一
期
に
比
べ
野
菜
に
つ
い
て
は
一

〇
ア
ー
ル
当
た
り
九
、
〇
〇
〇
円
。
他
作

物
に
つ
い
て
は
一
律
四
、
〇
〇
〇
円
か
減

額
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
昭
和
五
九
年

度
か
ら
始
ま
る
第
三
期
対
策
に
入
れ
ば

尚
一
層
の
減
額
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

58年度奨励補助金単価表 ( 10アール当り）

金助補励奨作転

区
　
　
　
　
　
　
　
　

分

一
般
作
物
等

永
年
性
作
物

特
定
作
物

野
　
菜

特
定
作
物
、
永
年
性

作
物
以
外
の
作
物
等

果
樹
（
植
栽
後
五

年
以
内
の
も
の
）

大
豆
、
飼
料
作
物

麦
、
そ
ば

二
九
、呂
〔
）

言
、〔
）呂

咒
、（）呂

咒
、〔
）呂

基
本
額

一「
）、〔
）呂

～
　

｀
、〔
）呂

（
平

均

七
、五
回

）

Ξ

、
五
呂

～
　

一（

、
嵒

〔
）

（

平

均
5

、
呂

〔

））

計
画
加
算

転
作
率
に

応
じ
た
額

加
　
　

算
　
　
額5

8（
｝

气
五呂

Ξ
、（
〕呂

Ξ
、〔
）呂

団
地
化
加

算
（
定
額
）

覚
せ
い
剤
を

追
放
し
ょ
う

覚
せ
い
剤
の
乱
用
者
が
昭
和
四
五
年

頃
か
ら
増
加
の
一
途
に
あ
り
、
昨
年
中

立
せ
い
剤
事
犯
で
検
挙
さ
れ
た
人
は
実

に
二
万
人
を
超
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の

長
門
大
津
地
区
も
例
外
な
く
広
が
っ
て

来
て
お
り
、
覚
せ
い
剤
が
一
般
層
、
特

に
青
少
年
や
主
婦
層
に
ま
で
広
が
っ
て

家
庭
や
職
場
に
ま
で
深
く
浸
透
し
て
来

て
い
ま
す
。

覚
せ
い
剤
は
、
乱
用
者
自
身
の
健
康

を
害
し
、
経
済
的
破
綻
を
き
た
す
ば
か

り
で
な
く
、
失
職
。
離
婚
、
家
庭
崩
壊

な
ど
の
悲
劇
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
最

近
で
は
、
覚
せ
い
剤
の
影
響
下
に
お
け

る
殺
人
、
放
火
等
の
凶
悪
事
件
や
薬
代

欲
し
さ
の
盗
み
や
恐
喝
等
の
犯
罪
も
多

く
発
生
し
て
、
社
会
に
大
き
な
不
安
を

与
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
を
恐
怖
の
ど
ん
底
に

お
と
し
い
れ
る
こ
の
白
い
粉
を
、
何
ん

と
し
て
も
追
放
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
一
入

ひ
と
り
の
自
覚
と
協
力
が
何
よ
り
も
大

き
な
力
に
な
る
の
で
す
。

（
覚
せ
い
剤
と
は
▽

中
枢
神
経
を
興
奮
さ
せ
る
薬
品
で
習

慣
性
が
強
く
、
中
毒
症
状
を
起
こ
す
な

ど
弊
害
が
極
め
て
大
き
い
た
め
、
一
般

の
人
が
製
造
し
た
り
、
あ
る
い
は
譲
り

渡
し
や
譲
り
受
け
。
ま
た
は
使
用
し
た

場
合
に
は
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
で
厳
し

く
処
罰
さ
れ
ま
す
。

Λ
覚
せ
い
剤
を

使
用
す
る
よ
う
に
な
る
と
▽

覚
せ
い
剤
の
常
用
者
は
次
の
よ
う
な

特
微
か
あ
り
ま
す
。

○
や
せ
て
く
る
。

〇
皮
膚
の
色
が
ど
す
黒
く
な
る
。

○
顔
色
が
青
白
く
な
る
。

○
目
が
飛
び
出
し
た
よ
う
に
濁
っ
て
く

る
。

Ｏ
腕
や
も
も
な
ど
に
注
射
痕
が
あ
る
。

Ｏ
金
使
い
が
荒
く
な
っ
た
り
、
夜
遊
び

が
多
く
な
る
。

Ｏ
怒
り
っ
ぽ
く
興
奮
し
や
す
く
な
り
、

突
発
的
な
乱
暴
を
働
く
。
ま
た
、
何

か
に
お
び
え
た
り
、
一
貫
性
の
な
い

奇
行
が
み
ら
れ
る
。

あ
な
た
の
周
囲
で
こ
の
よ
う
な
人
を

見
か
け
た
方
は

○
覚
せ
い
剤
相
談
電
話

○
八
三
九
―
二
四
-
五
八
五
八

○
長
門
警
察
署
防
犯
係

○
八
三
七
二
―
二
ー
○
二
一
○

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
り
ま

す
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

“
危
険
な
病
気
ｌ
成
人
病
”

（
2
/
1
～
2
/
7
は
成
人
病
予
防
週
間
）

日
木
人
の
平
均
寿
命
は
年
々
延
長
し

て
い
ま
す
が
、
一
方
成
人
病
で
亡
く
な

る
人
は
全
体
の
七
割
近
く
と
毎
年
増
加

し
て
い
ま
す
。
成
人
病
と
は
、
が
ん
、

脳
卒
中
。
心
臓
病
な
ど
の
よ
う
な
働
き

ざ
か
り
の
成
人
を
お
そ
う
病
気
を
ま
と

め
て
呼
ん
で
い
る
の
で
す
。

（
成
人
病
の
特
徴
▽

・
慢
性
の
病
気
に
な
る
こ
と
が
多
い
。

・
発
病
し
て
も
気
づ
か
な
い
場
合
が
多

い
。

・
病
気
の
回
復
が
遅
い
。

・
中
年
を
過
ぎ
た
働
き
ざ
か
り
の
人
を

お
そ
う
。

・
日
常
生
活
に
お
け
る
不
摂
生
か
ひ
き

が
ね
に
な
る
。

・
日
常
生
活
に
よ
る
予
防
が
、
最
大
の

効
果
を
発
揮
す
る
。

健
康
な
生
活
を
お
く
る
た
め
の
三
つ

の
柱
（
栄
養
・
運
動
・
休
養
）
を
も
と

に
、
健
康
生
活
設
計
に
家
族
ぐ
る
み
で

と
り
く
み
ぶまし
ょ
う
。

2 月1 日～28日　覚せい剤・麻薬事犯取締り強化月間です
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